
図１．フレキシブル太陽電池 図２．オールカーボン太陽電池

グラフェン

技術概要
　これまでⅢ-Ⅴ族化合物半導体、ナノカーボ
ン、カーボン薄膜、酸化物半導体、有機薄膜を
基盤として、太陽電池とその部材開発を行なっ
ており、薄膜技術やデバイス技術に数多くのノ
ウハウを有しています。　
　　 
背景・従来技術
　太陽電池を用いた太陽光発電はクリーンエネ
ルギーとして注目されています。現在の主流は
シリコン太陽電池ですが、太陽光発電のさらな
る普及には、シリコンに代わる安価で高効率な
太陽電池の開発が不可欠です。また、利用形態
によっては軽量化、フレキシブル化も要求され
ます。希少元素や毒性の元素を用いない配慮も
必要です。　　　

特徴
　当研究室ではこのような観点から、有機薄膜
太陽電池、色素増感太陽電池等の開発に取り組
んでいます。また、全く新しい太陽電池として
オールカーボンで作製する太陽電池、オール酸
化物で発電する太陽電池、及びグラフェン透明
導電膜等の太陽電池部材の開発も進めています。
　　　　
実用化イメージ
　材料開発から実用化までは少し時間がかかり
ますが、将来はいつか新しい太陽電池が実用化
されることは間違いありません。
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・カーボン太陽電池
・有機薄膜太陽電池
・フレキシブル色素増感太陽電池
・グラフェン透明導電膜
・酸化物ナノワイヤ
・金属ナノワイヤ

・真空蒸着装置付きグローブボックス
・プラズマCVD装置
・カーボン薄膜作製装置
・真空蒸着装置
・ソーラーシミュレーター
・マスクアライメント装置

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　半導体技術を基盤として、材料からデバイスまで幅広く研究を行っています。また、他の分野でも
お役に立てることがあるかもしれません。文字だけでは充分に説明できませんので、何なりとお気軽
にご相談下さい。
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